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技術をつなぐ、地域とつながる

「つなぐ」力で未来を拓く。丸文通商のウェルビーイング戦略
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「えるぼし」・「プラチナくるみん」 の認定取得 (厚生労働省)

2018年 えるぼし認定取得

 女性の活躍を積極的に推進している企業に

与えられる認定です。

2022年 プラチナくるみん認定取得

子育てサポートに熱心な企業に与えられる

認定です。



石川県内の企業を対象とした、働きやすい魅力的な職場づくりをたたえる表彰制度です。

【エントリー対象】

・働き方改革に積極的に取り組む企業

・障碍者・高齢者の雇用、女性の活躍推進に積極的に取り組む企業

・健康経営に積極的に取り組み企業
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2020年「第一回かがやきカンパニー大賞」受賞
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2026年「健康経営優良法人」の認定取得 (経済産業省)

国が認める優良企業として、企業価値・信頼度

が向上

様々な健康づくりの取組みが、全国上位レベル

で評価された結果
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2026年「食育実践優良法人」の認定取得

食を通じた従業員の健康づくりを支援す

る優良企業として、企業価値・信頼度が

向上

従業員に対する「食生活の改善」の取組

みが優良であると高く評価された結果
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⚫「ハラスメント防止方針」

⚫ストレスチェックの実施

⚫メンタルヘルスセミナーの実施

⚫ジェンダー研修の実施

⚫「えるぼし」取得

⚫人事制度の刷新

⚫女性管理職登用推進

⚫女性のスキルアップ支援

⚫ジェンダーフリーに向けて

社内規定の改定

⚫「健康経営優良法人」取得

⚫産業医，保険組合との連携

⚫健康課題の把握

⚫ヘルスリテラシーの向上（健康合宿）

CSR経営

内部統制・J-SOX

法務･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

ICT・情報ｾｷｭﾘﾃｨ

SDGs

女性活躍推進

メンタルヘルス 健康経営

⚫「プラチナくるみん」取得

⚫男女の育児休業促進

⚫時間単位有給休暇制度

⚫長期の育児休業明け時短

勤務

両立支援

ワークライフ

バランス

⚫過剰労働の防止

⚫社員労働時間の把握

⚫スマホによる勤怠管理（クラウド）

⚫有給休暇取得率の向上

⚫管理者によるラインケアの実施

働き方改革

⚫治療と仕事の両立支援

⚫時間単位有給休暇制度

⚫失効有給休暇積立制度

ダイバーシティ

⚫ 定年後の再雇用促進

⚫ 特別社員の正社員化推進

⚫ パート社員の正社員化推進

⚫ 定年後の再雇用促進

⚫ 障碍者の雇用促進

コーポレートサステナビリティ 
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健康経営による期待効果

健康経営の推進

◼「健康経営」：正のサイクルを生み出すエンジンであり「働き方改革」の鍵！

⚫ 健康への投資⇒健康の促進⇒個々人のモチベーション向上⇒業務効率の向上⇒働き方改革推進

・知名度ブランドイメージの向上
・就職人気ランキングで上位ランクイン
・官公庁の入札時に加点され優位に
・企業でも健康経営銘柄との取引が優先される



健康経営推進体制
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経営トップ

取締役社長 土谷達昭

安全衛生委員会

委員長(金沢) 委員長(富山) 委員長(松本)

    管理本部長   支店長    支店長

健康推進責任者

管理本部長
衛生管理責任者

産業医 健康保険組合

健康づくり担当者

健康管理士：２名

金沢支店
5名

富山支店
5名

福井支店
2名

松本支店
3名

新潟支店
1名

長野支店
1名

有資格者
衛生管理者
1種：14名
2種：13名

メンタルヘルスマネジメント
Ⅱ種：27名

Ⅲ種：43名

社員代表
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戦略マップ
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健康経営

丸文通商株式会社は、社員が心身ともに元気に働ける職場を目指す

健康企業宣言を示しています

高品質・高付加価値の製品・サービス提供のために、従業員自身が健康であり、

一人ひとりが安心して個々の能力を最大限発揮しやすい職場環境を

構築することを方針とします

課題 食生活・睡眠・運動習慣の乱れによる生活習慣病増加リスク

ストレスによるプレゼンティーズム、アブセンティーズム増加リスク

    目標 ①従業員の心身の健康保持

      ②心理的安全性が保たれた職場環境づくり

    概要 ①特定保健指導対象者比率の低減

    ②コミュニケーション促進

目標値 ①2028年までに対象者比率 3％減

       ②組織目標の共有 100％
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経営理念（健康宣言を社内外公開）
⚫ＨＰへ公開

健康経営推進体制を構築

◼安全衛生委員会

（産業医＋各支店に衛生管理者を配置）

⚫毎月、健康課題について審議

健康づくり担当者を配置

◼担当2名：健康管理士資格者

⚫健康プログラムの企画推進

＊節目年（40歳から5年毎）の人間ドック，

脳ドック，循環器ドック受診を会社で負担

＊女性は年齢不問で婦人科検診を会社で負担

特に乳がん検診はマンモ＋エコーも可

＊単身赴任者は定期健診に加えて、その半年後

に血液検査を受診

⚫セミナーの企画運営

＊男性：高原等で1泊2日でウェルネスセミナー

コンディションチェック，健康/栄養/睡眠講話

アクティビティ，運動実践，グループワーク

＊女性：女性特有の病気

＊ジェンダー研修

＊メンタルヘルス研修

健康経営 -1-



11© 2016 MARUBUN TSUSYO CORPORATION

健康増進・生活習慣病予防対策

◼野菜+ONE活動としてOFFICE DE YASAI導入

◼スポーツクラブとの法人契約（全事業所）

◼全事業所の敷地内完全禁煙

健康経営 -2-

産業医との連携

◼安全衛生委員会にて議案検討に参加

◼取締役会へ出席し、ストレスチェックの

結果報告

◼新入社員研修にて健康講座

◼管理職向けのハラスメント防止教育

◼健康相談と健診結果への指導

保険者との連携

◼各種医療データの提供（データヘルス）

医療費・ジェネリック利用割合

被扶養配偶者の受診率・レセプト集計

特定健康診査受診率，保健指導利用率

適性体重維持率等々



健康課題

◼転勤による単身赴任者が多く（全体の４０％）食生活・睡眠・運動習慣などの生活リズムが

乱れメタボリックシンドローム，生活習慣病（予備軍含む）り患者が増加するリスクがある

⚫身体の健康課題

◼仕事のストレスや心身のストレスによりプレゼンティズム（疾病就業），アブセンティズム

（欠勤）が増加するリスクがある

⚫精神の健康課題

データヘルス計画

⚫医療データ分析結果に基づく行動計画の立案と

実行のPDCAサイクルを推進

健康課題（身体，精神）とデータヘルス計画

当社の平均勤続年数と平均年齢

•行動計画の実

施

•データ分析に

基づく効果測

定・評価

•健康課題・行

動計画立案と

目標設定

•次のサイクル

に向けて改善

ACTION PLAN

DOCHECK

全体 男性 女性

平均勤続年数 13.5年 13.7年 13.1年

平均年齢 40.9才 41.2才 40.0才
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健康課題：メンタルヘルス

2025年度ストレスチェック結果

◼ 2024年度に比べ、高ストレス者が減少傾向

ストレスチェック
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育児休業の促進

◼ 女性：過去10年間 育児休業取得率 100%

◼ 男性：直近の取得率89%

⚫ 育児休業明けの時短勤務・時差出勤も小学校３年生まで

取得可能

両立支援制度の充実

◼ 時間単位有給休暇制度（2019年4月1日 施行）

⚫ 通院，介護，育児（子供の送迎）

◼ 消失有給休暇の復活（2020年4月1日 施行）

⚫ 長期に渡る病気り患の際の両立支援に活用予定

< Work-Life Balance >

ワークライフバランス
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< Work-Life Balance > < 働き方改革>

有給休暇を取得しやすい職場環境

◼ 課全体で有給休暇取得率の向上に取り組む(ＰＤＣＡ)

◼ 有給休暇促進ポスターを社内掲示

⚫ 社員手作りのポスターコンテストを実施！

 

休暇制度の策定

◼ アニバーサリー（誕生日，結婚記念日）休暇，

ボランティア休暇，リフレッシュ休暇の新設

勤怠管理クラウドシステムの導入

◼ 正確な勤務時間をリアルタイムに把握

（スマホ打刻）

◼ 超過勤務45時間手前の社員には当人ならびに

上長に自動的にメール配信され注意喚起

フルフレックスタイム制度への改訂

◼ 10:30～15:30までのコアタイムを廃止したことに

より、より顧客ニーズ（深夜早朝の修理依頼）に沿っ

たサポートが可能になり、社員の超過勤務削減に有

効

ワークライフバランスと働き方改革
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KPI管理指標：身体側面

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

糖尿病予備軍率 4.5% 4.6% 3.6% 5.5% 6.7% 6.3%

6.5以上 14 15 12 19 23 21

総数 314 326 332 347 345 331

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0% 糖尿病予備軍の推移

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

高血圧率 28.0% 30.1% 24.7% 25.4% 26.2% 24.8%

130未満 222 228 250 259 259 249

130以上 88 98 82 88 92 82

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0% 高血圧率の推移

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

適正（18.5～25） 63.2% 63.0% 61.9% 61.8% 64.8% 62.3% 65.0%

喫煙率 30.90% 27.7% 29.40% 29.60% 26.6% 27.9% 28.5%

運動習慣比率 21.5% 21.9% 22.8% 25.10% 25.1% 28.9% 29.5%

飲酒習慣率 20.1% 20.9% 16.8% 17.60% 17.6% 17.2% 11.5%

睡眠により休養が取れている 61.90% 68.0% 67.00% 68.30% 65.80% 65.2% 63.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

ＢＭＩ維持者率の推移

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

1人当たり医療費(単位 千円） 208 290 250 245 272 286

¥0

¥50

¥100

¥150

¥200

¥250

¥300

¥350 一人当たり医療費
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KPI管理指標：身体側面

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

健診受診率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

精密検査受診率 36% 34% 24% 22% 18% 52% 45%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

140.0%

検診受診率、精密検査受診率の推移
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KPI管理指標：精神側面

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

「仕事の満足度」 得点 1.9 1.9 3.1 2.3 2.2

「働き甲斐がある」 得点 2.1 2.1 2.9 2.2 2.1

0

1

2

3

4

従業員満足度の推移

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

有給取得率 62.9% 59.9% 71.8% 79.1% 75.3% 70.50%

平均月間所定外労働時間（ｈ） 15 14 16 16 14 12

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0% 有給取得率の推移

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

運動習慣比率 21.9% 22.8% 25.10% 25% 28.9% 29.5%

飲酒習慣率 20.9% 16.8% 17.60% 18% 17.2% 11.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

運動習慣と飲酒習慣の推移

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

人数 2 4 4 10 8 4

0

2

4

6

8

10

12 休職者の推移
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KPI管理指標：その他

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

女性管理職率 9.6% 8.3% 8.8% 7.7% 8.3%

男女間賃金格差(全労働者） 52.8% 56.3% 59.3% 64.4%

障碍者雇用率 1.55% 1.53% 2.12% 1.76% 1.75%

中途入社割合 59.6% 61.1% 62.4% 60.4% 75.0%

育児短時間勤務適用者数 2 7 11 11 12

0

2

4

6

8

10

12

14

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

育児休暇

業務パフォーマンスの指標 実績値 測定方法

アブセンティーイズム 1.80日 私傷病休暇・休職制度の利用日数の全従業員の平均

プレゼンティーイズム 82.3% SPQ（東大1項目版）

ワークエンゲージメント 2.15点 新職業性ストレス簡易調査票より



ラインケア

セルフケア

産業保健スタッフによるケア

外部リソースによるケア
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ハラスメント防止対策 四つのケア

メンタルヘルス研修

コンプライアンス教育

ハラスメント防止を明文化

相談窓口の設置/内部通報制度

人事評価制度（フィードバックと360度評価）

ストレスマネジメント

取締役会での定期報告

安全衛生委員会

メンタルヘルス研修

社会保険労務士による研修

ジェンダー研修

ストレスチェック



ハラスメント防止方針の明文化

◼ 就業規則にてハラスメントの防止をするとともに

社長自らハラスメント防止方針を策定し、HPに

掲載することで、明文化

コンプライアンス教育

◼ 社長並びに管理責任者が全拠点を訪問し

直接教育を実施

⚫ 全社員（１００％）の受講必須

◼ コンプライアンス全般とハラスメントに関する

講義，読み合わせとケーススタディ

◼受講後に浸透度テストを実施しアウトプット向上

⚫ 全社員が満点を取るまで個人で継続実施
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ハラスメント防止対策 ～ラインケア①～

＊ 株式会社第一法規



産業医によるメンタルヘルスセミナーの実施

◼ 目的

⚫ マネージャーへのメンタルヘルスケアの基礎知識や、

部下への対応についての理解を深め、働きやすい職場

づくりのヒントとする

◼ 内容

⚫ 講義①

「NIOSHの職業性ストレスモデル」

「うつの症状の理解」

⚫ ワークショップ

グループ分けし、KJ法を用いて部下への接し方に

ついてのブレーンストーミングを実施。その上で

各グループ毎に発表

⚫ 講義②

「労働者災害について」

⚫ DVD視聴

＊日本経済新聞社：パワハラにならない部下との

コミュニケーション第１巻

「日頃の部下指導を見直してみよう」

⚫ グループディスカッション

「DVD視聴の感想」

⚫ コミットメント

明日からの各自の取り組みについて：2項目
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ハラスメント防止対策 ～ラインケア②～
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セルフケアをサポートする取り組み

「マイシェルパ」を導入

精神専門医および産業医が提供する法人向け

ワンストップ・ソリューション。

オンラインによるカウンセリングサービスで

メンタルヘルスをフルサポート

・メンタル不調は誰にでも起き得るもので、重症化すれば回復に

時間がかかり、最悪の場合は自殺に至る

早く気づいて対処すれば、回復も早い。

・メンタル不調に気付いた際は、マイシェルパの厳選された臨床心理士

や公認心理士とのオンラインカウンセリングを通じて重篤化を予防



24© 2016 MARUBUN TSUSYO CORPORATION

社内独自の福利厚生制度

社内の福利厚生を周知

『福利厚生ハンドブック』の作成

防災グッズの配布

災害時に備えて全社員への配布



コミュニケーション活性化ツール<TUNAG>の導入

社内のコミュニケーションを活性化
↓

会社と社員および社員同士の
相互信頼関係を深める
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職場の活性化

202６/5/31 クリーンビーチ 202６/３/６ ボーリング大会

202６/7/7 支店周辺 美化清掃 202６/６/７ こまつクロスカントリー



「vitality」アプリの導入

日々の健康活動(歩数や運動など)をアプリで記録し、

ポイント化するプログラムを導入

◼  活動量に応じてポイントが貯まり、リワード(得

点を獲得できるためモチベーションが向上

◼日常的な運動を通じて、誰でも楽しみながら自立

的な健康習慣を身に着けることが可能
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健康経営の取り組み

各種社内イベントの実施

◼ ウォーキングイベント：チーム対抗戦にすること

で社内参加者が拡大。有酸素運動による生活習慣

病予防とリフレッシュに寄与。

◼ 料理レシピコンテスト：「免疫力UP」などをテー

マに開催し、食生活の改善を啓発。

従業員アンケートに基づく「健康セミナー」の

実施

 ■ 社員のリアルな健康課題やニーズを把握するた

  め、社内アンケートを実施。

  その結果を踏まえ、より実践的で関心の高い

  テーマでのセミナーを開催。
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生活と健康に関するアンケート
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健康促進・生活習慣病予防対策

202６/７/６，７ ＩｎＢｏｄｙ・べジチェック®無料測定会

2025/9/19,20 健康合宿での体成分測定 姿勢分析・体力測定

2025/6/24 ヨガ健康教室

2026/10/6 ウェルネスセミナー
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Mファーム運営を通じた健康経営の推進

◼SDGs/地球環境、地域社会貢献

⚫白山市の子供食堂に取れた新鮮な野菜を提供

◼食の安全・社員ご家族の健康を促進

⚫安全な野菜，果物を社員やそのご家族に提供

◼土を耕し植物を植えて心身をリフレッシュ

⚫苗植えや収穫イベント、BBQを通じ、

社員間のコミュニケーションを促進

⚫家族のレクリエーションの場として活用

Mファーム 企業としての新たな取り組み
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